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東日本における中生代花粉・胞子化石の研究
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　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　The　paper　deals　with　character五stics　of　the　Cre†aceous　pollen　and　spore　assemblages

in　the　Ch。oshi）Ghiba　Prefヒcture，Oarai，Ibaraki　Pref硫ture孤d．Futab翫コFukushima　Pref硫ture．

　　In　these　pollen　and　spore　assemblages，many　typical　types　of　Cretaceous　are　fbund　in

these　districts．The　Choshi　pollen　and　spore　assemblages　contain　S61α81n61」α，勿go伽窺，五6歪o一

薦」6≠65，αα55ψoJ傭etc．＆nd　show　Lower　Cretaceous　in　age．The　Oarai　assemblage　contains

功go4伽窺，7励1観oψo痂65，P勉％5，B幽」ασoび1％5，勘g％5and　etc．and，it　didn’t　show　the　characteristic

feature　of　Cretaceous。The　Futaba　assemblage　contains　many　typical　types　of　Upper　Creta－

ceous　spore　such　as∠4η6ηz毎，Schizaeaceae，五擁oJ7露6ずθ5，0」6乞6h6π招and（万6α渉7づ60認功07髭65．

　　Among　above　three　assemblages，it　was　clari取that　the　Ghoshi　assemblage　is　lowest

and　the　Oarai　assemblage　is　upPermost。

　　The　distinct　fac亡is　that　the陥04θh側3吻and∠4g獅1訪oJJθn∫865were　not　present　in　the

studied　horizons　of　these　distr三cts，

まえがき
　関東および東北目本の太平洋岸には，中生層が処々に

分布しているが，そのうちの千葉県銚子，茨城県大洗お

よび福島県双葉地域において，花粉分析の試料を採取

し，この地域の中生層とくに白亜系中に含まれている花

粉・胞子化石群の内容を明らかにした．

今回の報告は，この研究の予察的なものであって，さ

らに化石の記載その他は別途報告する予定である．

筆者らのうち徳永・尾上らは昭和45年常磐炭田地域の

白亜系について花粉学的研究を行なっていたところ，照

沼・川前・中村らの同地域における研究を知り，ここに

合同にて研究報告をまとめることとした．

筆者らのうちの照沼は，昭和42年頃から同地域におけ

る研究に取組み，この間昭和45年9，月～11月，茨城県教

＊燃料部

＊＊茨城県勝田市立大島中学校

＊＊＊茨城県那珂湊市立那珂湊中学校

＊＊＊＊茨城県立下館工業高校

育研修センターにおいて中村の指導をうけ，川前はこれ

に協力した．

本報告の内容は主要産地における化石の産出状況，産

出層準および主要化石の説明を含んでいる。従来古植物

学的資料に乏しかったこれら地域において，新しい資料

を多く得ることができたことと同時に，今後中生層にお

ける花粉学的層序確立のための手掛りをえた．

化石の鑑定に当たっては，国内およびソ連沿海州，米

国アラスカ，カナダ等における白亜紀化石の内容を参考

とした．

1．試料採取地域

銚子・大洗・双葉3地域における試料採取についての

事項を以下にのべる．

1．1銚子地域
関東地方の南東部銚子半島の先端付近にはかねて中古

生層，とくに白亜系の存在が知られており，古生物学的

にもいくつかの研究がある．

地質層序は第1表に示したように，最下位には古生代
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第1図研究地域位置図

第1表 銚子地域地質層序表

　　　　　×：試料採取層位

地　　層　　名

銚

子

層

長崎砂岩層

犬吠砂岩層

酉明浦頁岩層

海鹿島砂岩頁岩
互層

海鹿島礫岩層

岩 質

砂岩

×緑色堅硬砂岩Ammonite産

頁岩を主として砂岩を挾む
植物化石産する

×砂岩頁岩互層
丁7夏go痂α多産，植物化石産する

×チャート・珪質砂岩・ホルン
フェルス。礫からなる

（1972千坂・加瀬・山崎より編集）
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吠山苛

北方では海鹿島頁岩，犬吠崎灯台下で犬吠砂岩を採取し

た．

　黒生礫岩は基質の砂岩中に，チャート・珪質砂岩・ホ

ルンフェルス等の礫が混ざっているが，その礫岩中に含

まれる泥質の部分をえらんだ．

　海鹿島砂岩頁岩互層からは，海鹿島町海岸の代表的な

岩相を示す部分を採取したが，付近の砂岩からは7碗一

go痂が産している．

　犬吠崎における犬吠砂岩の試料は，灯台直下の黄褐色

中粒砂岩の炭質部を採取したがこの砂岩の中からはTガ

80n2α，Ammoniteなどが産している．

　銚子付近における試料採取位置は第2図に示した．

　1．2大洗地域
　茨城県水戸市の東方約10kmの太平洋に面する大洗・

第2表 大洗地域地質層序表

　　　　　×：試料採取層位

錘層名

第2図　銚子地域試料採取位置図

　　　×：試料採取箇所

　　　　　　　くろばえ二畳紀と考えられる黒生層とその上位の愛宕山層があ
　　　　　　　　　　　　　　　あしか　じまり，中生層はかつて下位から，黒生礫岩層・海鹿島砂岩層

・犬吠砂岩頁岩互層・長崎砂岩層にわけられていたが，

最近では下位から海鹿島礫岩層・海鹿島砂岩頁岩互層・
とりあけうら

酉明浦頁岩層・犬吠砂岩層等にわけられている（千坂・

他，1972）．

　これらの分布は，半島の海岸によく従って花粉分析用

の試料は，黒生付近で黒生礫岩（海鹿島礫岩），君ケ浜
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東日本における中生代花粉・胞子化石の研究（その1）　（徳永。尾上・照滑g川前。中村）
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第3図 大洗地域試料採取位置図

×：試料採取箇所

那珂湊地域には中生層と考えられる地層が分布してお

り，第2表に示した層序が明らかとなっている．

　下位から白亜系は大洗層（礫岩）と那珂湊層（砂岩・

泥岩）にわけられている．これらの分布は那珂川以南に

大洗層，以北に那珂湊層があり後者からはB・3砂6h・6徽5，

．Z）幼窺0667∬などのAmmoniteを産し，浦河統に対比さ

れている．

　大洗層はその下位に位置づけられているが乳礫岩層中

の炭質部を川口から1kmほど上流の南岸にて採取した．

その位置は第3図に示した．

　1．3双葉地域
　福島県の太平洋岸には，常磐炭田を形成する古第三系

が，南北に長く分布しているが，その北部の西側には，

基盤岩として白亜系の双葉層群が分布している．分布は

　　　　　　　　　　や四ツ倉から西へのびるニツ箭断層以北に限られており，

その層序は下位から足沢層（砂岩），笠松層（粗粒砂岩）

と玉山層（砂岩）に3分されている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　おおびさ　今回試料を採取したのは，久之浜町北西方大久川流域

の足沢層の砂岩であり，谷地鉱泉および折木鉱泉周辺で

ある．その地域の地質層序および採取位置は第3表と第

4図に示した．

　以上3地域における白亜系の岩石と炭質堆積物を花粉

分析した結果，多くの花粉・胞子化石群をみいだすこと

ができたので，以下にその内容およびこれによってわか

る諸事実をのべる．

2．花粉・胞子化石群の内容

第3表　双葉地域地質層序表

　　　　　　　　×：分析試料層位

地 層 名

双

葉

層

群

玉　　　山　　層

笠　　松　　層

足

沢

層

大久川部層

浅見川部層

岩質・その他

分析に当たっては，硝酸・酢酸・苛性カリ等を使用す

る通常の方法を用いた．

中粒・粗粒砂岩
（礫岩帯を含む）

石英粗粒砂岩
（一部泥質砂岩）

砂質泥岩

×泥質砂岩

中粒・粗粒砂岩

基底礫岩

　　（1960斉藤登志雄）

　前記3地域における試料のうち，最も化石の保存の良

好であったのは双葉地域であり，ついで銚子・大洗の順

である．大洗産の化石はいずれも収縮の傾向があり，銚

子におけるものは個体数が少なかった．それぞれの堆積

の様相を反映していると思われる．

　2．1銚子地域（Pl＆te7，8参照）

　銚子白亜紀層として一括される黒生・海鹿島・犬吠3

層中のものを概観すると，以下のような化石が含まれて

いるが，検出した個体数220個のうち注1）胞子化石は165

個，花粉化石は55個であり，花粉出現の割合は25％であ

る．全般的に考察すると白亜紀後期に産する化石種より

もやや古い型のものが多く，ソ連シベリア方面における

下部白亜系ないしはジュラ系産の化石と対応できるもの

がある．

注1）検出個数は一定の枚数のプレパラート中に含まれる個体数．以

　　下同じ．
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第4表

　　　　　　　　　　　第4図　双葉地域試料採取位置図

　　　　　　　　　　　　　　　×：試料採取箇所

銚子産主要化石（黒生・海鹿島・犬吠各層　　　　　Ro％56柳07舵5sp．

産を含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　Triletes

Spo肥（胞子）

　1ク6（ψo漉zεηz　sp。

　361α9彪61」αsp。

　0卿ogJo55㈱P

　O5ηzz6η諾αsp。

　1クgo4勉η2SPP。

　∠1n6ηzJごZ　SPP。

　Bα6ε〆α距ψ07露65sp．

　Goη∫ψ渉67おsp．

　C∫6厩7∫605乞ψ07窃65sp．

　F批乞ψ07髭63P　sp．

　Kl麗雇ψ07髭65sp．

　L6δo♂7露6渉63SPP．

R
A
R
R
c

R
R
R
R
R
R
A

　　　　Alete

　　　Po盟e聡（花粉）

　　　　1功hθ4鰯SPP．

　　　　Ginkgoales

　　　　Po406αψμ5sp。

　　　　m9α？sp。

　　　　P2n％3SPP．

　　　　Gnetaceae
　　　　CZα55（ψoJl∫5SPP。

　　　　　T7ψ07ψoll6n奮65SPP．

　　　　産出傾向
　　　　A；多産　　C3普通

3窪一（308）
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東日本における中生代花粉。胞子化石の研究（その1）　（徳永・尾上・照沼・川前・中村）

　花粉中のおもなものはα4卿ρ・傭で，ここでは一応

sp，A，Bとしたものが最も顕著であり（Plate8－1～3

図），c．が％4Pocock＆JANsoNlusに近似している．そ

の他裸子植物彫h6伽，（7η幽窺，（鋤んg・の花粉も少数（5

個）みいだされる．

　胞子で最も多いのはS6」αg伽Jlα（Plate7－1～3，5図）

で，つV’でZl6∫o痂1碗5typeである．オπ6痂αはほとんど

みられない．また一般的に上部白亜系に多産する0伽一

」吻5砂・痂65型の胞子もほとんど認められず，総合的に

考え，白亜系中下部の花粉・胞子群とみなされる．

　2．2大洗地域（Plate9，10，11参照）

　大洗層中の花粉・胞子群は検出個体数600個のうち，

花粉は240個あり，従って総数に対し胞子60％，花粉40

％の割合を示している．

　胞子化石中顕著なものは勿go伽窺などのtrilete　tyPe

のもので，個体数は多いが種類は少ない．型としてA，

Bにわけた．その他わずか1個α6α厩605卵07乞」65とみな

されるものが産出した。

　また3面を示す乃ψ」αηoψo痂65もみられる．全般とし

Spo】re

第5表大洗産主要化石（大洗層産〉

1クgo読z6η2SPP．

σ茗o漉7∫605勾）07露65sp。

7㍗ψ」απoψ07髭65sp。

V診77％6碗oψ07髭63sp．

Po盟e鼠

P・4・6α吻3sp．

∠4房85？sp．

P∫66αsp。

Tタz69αP　sp。

P伽z∬SPP，

助h8みαP　sp。

B6伽1αsp。

σαψ動％3sp．

Goワ1％5sp。

Cα5如η6αsp。

Eα9％5sp，

＠676郷sp．

Aquifbliaceae

Chθnψo漉麗η3sp。

7掩60ψψoJJ8n露65SPP．

ハ40π060ψoゆo泥6η奮θS　SPP．

産出傾向記号は第4表に同じ

A
R
C
R

R
R
R
R．

C
R
C

R
c

R
c

R
R
R
C
c

て胞子の種類は少ない．

　花粉としてはPo4磁吻5，P伽5，∠6魏，7枷gαPのほか

⑳h64耀もみられ，これら裸子植物花粉は花粉総数の34

％を占めている．

　広葉樹類としてはBぬ1α，翫吻η鶴σoワ傭，勲g郷，⑳676一

％5などのほか（7α吻n6α，Aquifbli亀ce我e，fbrm－genusとして

1乃初ψgρolJ6η∫魏，Moπ060ψgρoJJ6繍65等がみいだされる．

　これらの花粉・胞子群を通じ明らかに白亜紀型とみな

されるものはα6傭初5砂o痂65ただ1個にすぎない．

　全般的には，他の地域と全く同様の分析法を用いたに

もかかわらず，保存の程度きわめてわるく，その表面彫

刻も収縮あるいは磨耗しているものもあり，種の鑑定に

耐えるものは少ないと考えられる．

　これらは採取した地層が礫岩であったことなどから，

花粉等の堆積に関連した破損も加わっているという指定

も肯定できよう．

　2．3　双葉地域（Plate12－11参照）

　双葉層群中の最下位層足沢層中に含まれる花粉・胞子

群は，明らかに白亜紀後期を代表するものである．

第6表　双葉地域主要化石（足沢層産）

s欝鍛e

56」α4n6ZJαsp．

Osmund＆ceae

Schizaeaceae

∠4n6ηz毎SPP。

1クgo漉z6ηZ　SPP．

C茗60あ麗窺？sp。

6116∫6h6n宛SPP，

Cyathe＆cea

σo痂（ψ孟67∫5？sp．

Z万6ん50η勉sp．

Oon6α∂勾）07露θ3sp。

L6づo渉7∫18渉83SPP．

0∫6α渉7づ6032ψ07露65SPP。

碗γγ％6αオo功oず露θ3sp．？

R8ガηzonol6♂6sp．

1諺勿oψ07勿65sp．

1て1π雇ψ07露63SPP。

P6JJ6あ67ゑごz？sp．

聖o盟e聾

Po406αψ衡5sp．

丁賜9αsp．

Pづnz65sp。

R
R
C
A
c
R
C
R
R
R
R
A
G
R
R
R
R
R

A
R
c
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Taxodiaceae

Gnetaceae

1ηψ6πz67ψolJ8π髭65SPP。

ρμ676％5SPP．

Z61んo∂αsp．

Aquifbliaceae

Ch6ηψo漉麗彿sp．

Palmae

産出傾向は第4表に同じ

R
C
C
R
R
R
R
R

第4図に示した採取層位は足沢層中において若干の上

下関係を生じているが，検出個体数290個のうち花粉は

195個，その総数の67％を占める．それにもかかわらず，

胞子化石中には汎世界的にみて，上部白亜系を示すもの

がかなりある．

胞子群中ではSchizaeaceae，0♂8歪6h6痂∠η6痂α，α6翻一

605卿0痂65，Kl批煙072∫6S，R8渉加0ηol伽，花粉群中では0η6齢

66卿o漉η漉5，1％hθ4昭等が顕著である．

胞子のSchizaeaceaeはソ連沿海州Maestrichtian産の

ものに近似しているが，その詳細は記載の項にゆずりた

い．また多産するオ紹痂αは，その型態上の特長から，

ここでは一応type　A～Dに4別したが，そのうちtype

Cはオ％痂α窺鮒oびzα（MAL。）BOLCH・に近似してV・る．

C26α∫7づ605魏）07露65sp．（Plate　14－11）　をま　α6α甜6605δψ07髭63

407096η565BoLH。に1て勉雇ψ076∫65sp．（Plate13－15）はノぐ」％ん2一

ψo痂65ρ56撹4076痂鋸」α伽CHLONOVAに近似している。

花粉群中注目すべきものは0脇蹴の花粉と考えられ

るθ鰯α68卿oJJ6n動65（Plate15－1，9）で沿海州産のものに

近似し，彫h8伽とともにこの時代の温暖性気候の存在

を推定できる．

　しかし上部白亜系に共通の∠g翻ψ・IJ6協∬が，慎重な

分析のくり返しにおいてもみいだされなかったことは，

足沢層には存在しないことを示しており，これが吻匪

伽oJl翻伽の分布南限外に当たるためか，あるいは上部

層，たとえば笠松・玉山層に存在するのか，今後研究に

値する問題である．

またソ連沿海州その他北方の白亜系にみられる砺048－

h郷伽も現在までのところみいだされていない．

3．花粉学的考察

前述した3地域の化石群の概観にもとづいて，花粉層

位学的関係を考察する．

花粉・胞子群の概観にもとづき比較すると，銚子地域

の白亜系は花粉学的にもAptian～Albianであることが

みとめられ，双葉地域の白亜系はSenonianに相当し，

Maestrichtianまで及ぶかどうか今後の研究をまちた

い．

大洗における大洗層（那珂湊層は問題なくSenonian）

は，今回の分析では決定的な資料をえることはできなか

ったが，Maestrichtianであるという証拠は花粉学的に

あげることはできなかった．

次に既知の大形植物化石と花粉・胞子群との比較を行

なってみると

銚子地域においては，西田誠（千葉大）によりおもに

材化石その他により，海鹿島砂岩頁岩互層から約20数種

の植物化石が知られている．これらを今回の分析結果と

比較すると属名の対応上一致しない点があるが，両者の

研究とも，ほとんど広葉樹の存在がまれであり陰花植物

を主体としてその割合も類似することが指摘される．

大洗地域における花粉・胞子群と大山年次（茨城大）

による大形植物化石群とを内容的に比較すると，種類大

別の比較は下のようになる．

　　　　　　化石葉
羊歯類・とくさ類　17。5％

そてっ葉類　　　　7．9

毬果類　　　6．1
双子葉類　　　63。5

単子葉類　　　5．0
　　　　　　100．0

花粉・胞子

｝6・％

12％

｝28％

’
こ
の
表 において示されるように，大洗植物群は化石葉

では著しく被子植物が多い．微植物化石はむしろ陰花植

物の胞子が多く現われている．

4．結　語
銚子・大洗・双葉地域においては，白亜紀花粉・胞子

化石をよく検出することができたが，その詳細について

は次回に報告する予定である。

現在まで北目本におけるこの時代の花粉・胞子化石群

の内容は，かなり明らかとなっているが，本州における

ものはまだまとめられていない，

従って，今後東目本を中心とした地域におけるこの方

面の研究を逐次つみ重ね層序的間題に役立たせたい．
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Plate9

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

功go漉窃窺sp．A

L．sp。A

L。sp．A

T74）1ごzηoψ07動65sp．

T　sp。

T　sp。

Zグgo漉z6規sp，B

L．sp．A

L。sp．A

L。sp．B

αoα孟7乞60語ψ07露65sp。

Zクgo漉z6窺c£asper　BOLH。

Locality

Oarai

Oarai

Oarai

O3rai

Oarai

Oarai

Oarai

Oa，rai

Oarai

Oarai

Oarai

Oarai

Formation

Oar翫icong1．

Oaraicongl．

Oarai　cOIlgL

Oaraicong1．

Oaraicong1．

Oarai　cong1．

Oaraicongl．

OaraicongL

Oarai　cong1。

Oarai　cong1。

OaraicongL

Oaraicong1．



BμJJ．（穿80」．3％7∂．」＝ψαη，K）」．23 PJα♂69

　　　繕　 繋

　　縷

　　　鰻鱒

瀞・

，．嚥簸4

1講灘鞭
驚難騨鱗

・
，
／

P
織
、
“

　凝磯麟難騨㌶

蕪1灘転、

　　　　機　　雛、　、隻痘懸　
駒

　　嚢　　　　　き

臨繍、
　8
製

　　　　欝

　灘離
1織購・

・蝿灘響ド

　講
轟

藻　糞

螺

0

奪

50〃



Plate10
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Plate13
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Locality

Yaji

Y勾i

Y勾i

Y句i

Yaji

Yaji

Yaji

Ashizawa

Ashizawa

Yaji

Oriki

Yaji

Ashizawa

Ashizawa

Ashizawa

Yaji

Yaji

Yaji

　Form飢ion

Ashiza，wa　s．s．

Ashizawa　s，s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s，s．

Ashizawa，s．s。

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa，s．s．

Ashizawa　s．s。

Ashizawa　s．s．

Ashiz批wa　s．s．

Ashizawa　s．s。

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizaw＆s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizaw＆s。S．
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Plate16

L　　Po406αψ鷹P　sp．

2．P．sp．

3。　P。sp．

4．　P。sp．

5，　P乞ηz∬sp。

6．　P．sp．

7．　P。sp．

8。　P，sp．

9。　∠4房a∫？3P．

Local旦ty

Y勾i

Yaj1

Yaji

Ashizaw翫

Yaji

Ashiz蝕a

Y亀ji

Yaji

Y碑

Forma，tion

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizaw＆s．s．

Ashizaw我s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s、s．

Ashizawa　s．s．
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1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14。

15．

16．

17．

18．

19．

20．

21．

22．

丁凱9αsp．

Taxodiaceae

T．

T．

7㍗乞α翻ぎoρoll6η銘65sp．

Taxodiaceae

Olα∬ψoJl露sp。

ハ40ηψ07ψoll6η富65sp．

疏ψ67伽πψoll6痂渉65sp。

腕60砂‘ψoll翻65sp．

Z6疏o∂αsp。

Aquifbliaceae

Tf％9召P　or々6ψ04彪窩P　sp．

Palmae

瀬o犯060ψψoJl6アz髭65sp。

ρμ61躍5sp．

ハ40no60ψψoll6π鉱6∫sp。

Polypodi乱ceae

7㍗ψ」4箆oψoガ’65P　sp．

Tsp。
＠676祝5sp，

C：h6nψo漉％規sp．

Plate17

Locality

Yaji

Y勾i

Oriki

Yaji

Oriki

Y亀li

Yaji

Yaji

Yaji

Yaji

Oriki

Oriki

Y⑳

Ashizawa

Ashizawa

Y司i

Yaji

Ashizawa

Y勾i

Ashizawa

Y勾i

Oriki

Formation

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashiza，wa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s，S．

Ashizawa　s。S．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashiz批wa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s．s．

Ashizawa　s，S．

Ashizawa　s．s．
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